
 

図 11 案件策定プロセス図 
年

1990 ● 万人のための教育

1991 ●高等教育改革

1992 ●憲法改正

1993

● TICADI 
1994 ●fCUBE発表

1995 ● 経済協力総合調査団
● Vision2020

1996
● fCUBE実施 ● DAC新開発戦略

1997

1998
● 中期政策
● TICADII

1999

2000 ● 日本とガーナの政策協議 ● ダカール行動枠組み

● 暫定PRSP策定 ● ガーナ国別援助計画
● MDGs共同目標

2001 ● 新大統領就任
● HIPC申請

2002 ● GPRS作成 ●FTI発表
● FTI ● BEGIN発表

● ESPRR、ESR
2003 ● 最終GPRS提出

● ESP策定
● MDBS導入

2004

2005

2006

日本の協力 ガーナの開発政策 日本の援助政策 国際的潮流
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注：人数、件数は年度内。*援助協調対応。 

                                                 


